
 

 

 

 

伝え合う喜びを大切に 

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

幌西の森の緑がいっそう濃くなり、夏の訪れを感じる季節となりまし

た。子どもたちは暑い日が続く中でも、友達と元気に遊んだり、１学期の

学習のまとめに意欲的に取り組んだりと、毎日生き生きと学校生活を送っ

ています。 

近年は、札幌市にも外国人観光客や留学生、仕事のために生活する外国

の方が増え、地域の国際化が進んでいます。大通公園や札幌駅周辺、円山

動物園、スキー場などでは、英語や中国語、韓国語などによる案内表示や

会話を目にする機会が増えています。 

さて、札幌市の小学校では「外国語（英語）」の授業が本格的に教科化

されてから６年目を迎えました。小学３・４年生では「外国語活動」とし

て週１時間、小学５・６年生では「外国語科」として週２時間が教育課程

に位置付けられています。また、中学校では英語を週４時間学習すること

となり、国語や数学を上回る授業時数となっています。 

３・４年生の外国語活動では、英語に慣れ親しむことを大切にしていま

す。歌やゲーム、友達とのやり取りなどを通して英語の音やリズムに親し

み、「英語は楽しい」「英語で伝えてみたい」という気持ちを育てること

を主なねらいとしています。そのため、この段階では正しく話すこと以上

に、積極的にコミュニケーションを図ろうとする姿勢を重視しています。 

一方、５・６年生の外国語科では、外国語活動で培った興味や意欲を土

台として、自己紹介や道案内、買い物など実際に英語を使う場面を設定

し、自分の考えや気持ちを伝え合う力を育てていきます。聞くことや話す

ことに加え、読むことや書くことにも取り組み、英語によるコミュニケー

ション能力の基礎を身に付けていきます。 

私自身、以前外国の方と交流する機会がありました。帰国する際にその

友人から “You are my Japanese brother.” と声を掛けてもらいまし

た。「あなたは私の日本の兄弟だよ」という意味のその言葉がとてもうれ

しく、言葉や国籍の違いを越えて心が通じ合えたことを今でもよく覚えて

います。 

英語は人と人とをつなぐ大切なコミュニケーションの手段です。子ども

たちにも、英語を通してさまざまな人と関わり、新しい世界に目を向けて

いってほしいと願っています。 

１学期も残すところあとわずかとなりました。これまでの学習や生活を

振り返りながら、一人一人が成長を実感できるよう、教職員一同、引き続

き子どもたちを支えてまいります。保護者の皆様のご理解とご協力を、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 




